
創意工夫で評価しない代表事例（参考）

キーワード 工夫番号 提案内容 評価しない理由

施工１ 3

コンクリート本体工の床堀面を、均し

コンクリートを打設し調整する。

基面整正を簡易にして施工性の向上のための措

置に過ぎない。

気象や地盤の問題があれば設計変更で対応す

る。

施工１ 8
集水能力の向上を目的として、保孔管

に斜孔管を使用する。

一般的な材料であり、特筆すべき工夫でない。

施工１ 8
鉄板を敷設し、工事車両出入口の舗装

路肩を保護する。

一般的な現場管理の範疇であり、特筆すべき工

夫とはいえない。

施工１ 8
仮設道路のルートを変更し、車両の走

行性を改善する。

任意仮設のため評価対象外。

施工１ 11
最適な含水比で施工を行うため、降雨

の即時排水、表面排水処理を行う。

特筆すべき工夫とはいえない。

施工１ 13
電子小黒板使用による、写真管理業務

の効率化

特筆すべき工夫とはいえない。

施工１ 13

測量業務が一人でできる自動追尾トー

タルステーションを使用し、出来形管

理、測量作業効率アップを図る。

特筆すべき工夫とはいえない。

施工１ 13 ケーブルカメラ導入による水中撮影 特筆すべき工夫とはいえない。

施工１ 13
ドローンによる工事進捗状況の撮影 ドローンの使用は一般に普及しており特筆すべ

き工夫ではない。

施工１ 16 情報共有システムの活用 共通仮設費に含まれている。

品質 21

型枠材に透明樹脂性型枠を使用する。 品質向上効果が不明瞭であり、評価対象外。な

お、品質や出来ばえが良好なら、そちらの評価

に反映する。

品質 21
当現場のコンクリート供試体が必ず識

別できるようラベルを入れる。

特筆すべき工夫とはいえない。なお、品質の評

価対象である。

安全衛生 25 安全看板設置の工夫 特筆すべき工夫とはいえない。

安全衛生 25 電光掲示板の設置 特筆すべき工夫とはいえない。

安全衛生 25
工事看板へのクッション材の取付（歩

行者の接触対策）

普及している内容であり、特筆すべき工夫とは

いえない。

安全衛生 25
作業中止基準の目安として吹き流しを

設置し、無事故無災害をめざす。

特筆すべき工夫とはいえない。

安全衛生 25
工事関係車両に工事名入りプレートを

貼付け、運転者の意識向上を図る。

特筆すべき工夫とはいえない。

安全衛生 26
女性による安全衛生パトロールの実施 パトロールは通常の安全管理の範疇である。女

性に限定することが工夫とは言えない。

安全衛生 26
本社パトロールの実施 通常の安全管理又は本社支援として評価すべき

内容である。

安全衛生 26 外部の安全衛生講習を受講する。 特筆すべき工夫とはいえない。

安全衛生 26
○○体操、○○体操に取り入れて、ケ

ガや災害を防止する。

特筆すべき工夫とはいえない。

安全衛生 27 現場事務所でのAED設置 特筆すべき工夫とはいえない。

安全衛生 27 移動仮設トイレの設置 共通仮設費に含まれる。
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安全衛生 27 快適トイレの設置。 必要に応じ積算対応すべきものである。

安全衛生 29
工事区域の明確化と一般車両への視認

性向上

特筆すべき工夫とはいえない。

安全衛生 30
熱中症対策として、熱中症対策ウォッ

チの使用

現場管理の範疇であり、特筆すべき工夫

とはいえない。

安全衛生 30
熱中症対策として、空調服を着用し、

熱中アラームを携帯する。

現場管理の範疇であり、特筆すべき工夫とはい

えない。

安全衛生 30
電熱ベストの導入 現場管理の範疇であり、特筆すべき工夫とはい

えない。

安全衛生 31 低騒音型重機の使用 特筆すべき工夫とはいえない。

安全衛生 36
サーモグラフィーを使用し、面で路面

温度を測定する。

特筆すべき工夫とはいえない。

安全衛生 25,29

簡易重量測定器による過積載管理の実

施

人為ミス等の予防と異なり、法令違反を行わな

いこと自体を工夫として評価対象にすることは

できない。

品質 －
放射温度計により路面温度を確認しな

がら転圧を行う。

アスファルトの温度管理は通常の施工条件であ

り、工夫対象として設定していない。

品質 －
アスファルト合材運搬時に合材シート

（二重）を使用する。

アスファルトの運搬管理は通常の施工条件であ

り、工夫対象として設定していない。

安全衛生
油流出事故防止のための対策用具の常

備

特筆すべき工夫とはいえない。

【留意事項】

　・工夫番号は、考査項目別運用表の工夫事項の番号（1～36）を示します。

　・上記の代表事例の前に、必ず「工事成績評定の手引き」で考え方を理解してください。

　・「4.創意工夫」は最終的に実施状況により評価します（評定要領第4の3）が、評価対象に

　　ならない工夫を事前に選別するため、実施前に計画書を提出することとしています。

　・上記は評価対象とならない代表的な事例ですが、工事内容によっては特筆すべき工夫と認

　　められることがあるかもしれません。

　・創意工夫の評価対象にならないとしても、他の考査項目に反映したり、労働環境や社内利

　　益に資するのであれば、中止を求められない限り実施されて構いません。


